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 今回は、多賀谷重子さんに

当日の感想を書いていただき

ました。講演会の様子が伝わ

ると思いますので、是非お読

みください。 
 

 「“世界で一番大切なあなたへ”片柳神父のお

話に触れて」 

4 月 30 日(土)カトリック宇部教会の片柳神父様

を広島復活教会にお迎えして講演を聞く機会に恵

まれました。	

ポスターの写真から神父様は華奢な方と勝手に

思っていましたが、お話をされるにあたり起立さ

れた神父様はとてもがっしりした体格で、声の大

きな方でした。そして、お話されるその姿はこの

会場にいるすべての人に、私に話しかけてくださ

っている、目の前にいる私たちを大切に思ってく

ださっていることを感じたものでした。	

	

	

「こんな私でも愛されている」「神の目から見た

らかけがえのない存在である」「自分自身が神か

ら愛された、かけがえのない存在だということを	

信じなさい」。神の愛、救いと励ましの言葉に元

気をいただきました。	

マザー・テレサに初めて出会った場面をコミカ

ルに話してくださいましたが、マザーの「あなた

は大切な人」ということを伝えていく四つの姿勢

（マザーが意識しているわけではないです）は、

信仰生活において身構えてしまっている宣教への

ヒントになると思い、実践したいと思います。	

コロナ禍、ウクライナ侵攻の時、久しぶりに他の

教会、他教派の信徒の方々と、ともに祈り、信仰

を深め、交わりの時が持てたことに感謝します。	

聖母マリア 多賀谷重子	
 

遠藤洋介司祭ご聖婚 
 

 広島復活教会で勤務された、遠藤洋介司祭（勤

務当時は執事）が、4 月 21 日(土)に東北教区の

八戸聖ルカ教会で聖婚式を挙げられました。既に

聖婚のご挨拶をハガキで送ってくださいました

が、「もう少し大きな写真で見たかったな〜」と

いう信徒さんの要望に応えて、当日の写真を送っ

てもらえないかと連絡してみました。とても心の

こもった文書と共に、写真を送ってくださいまし

た。 

 

「皆さまとの約束を・・・」 

主の平和がありますように。 

 皆さまもご存じかと思いますが、この度 4 月
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21 日に私、司祭遠藤洋介と亜佑子(あゆこ)は聖婚

いたしました。本来ですと、皆さまに事前に招待

状を送り、ぜひお越しいただきたかったのです

が、時節柄ご理解いただけたら幸いです。 
 また、広島復活教会の皆様から素敵な色紙を賜

りまして本当にありがとうございました。いつも

見えるところに飾らせていただいております。5
月も終わりかけの現在も新婚気分がなかなか抜け

ず、どんな遠距離の出張でも可能な限り日帰りで

帰るようになりました。八戸市の今年の平均気温

は高いらしく、私たちが原因の一つになっている

のかもしれません。冬に雪が降らないのではない

かと今から心配しています。 
 4年前に広島復活教会から離れる時、神戸に行

ったら果たしてほしい三つの約束をさせていただ

きました。一つ目は痩せること。二つ目は司祭に

なること。三つめは良い人を見つけることです。

時間はかかりましたがなんとか三つの約束を果た

すことができました。これからは 4 月 21 日に神

さまの前で誓った約束を守れますよう、二人で助

け合い、支え合っていけたらと思います。また、

皆さまのとお会いできる日を心から楽しみにして

おります。 

司祭 テモテ 遠藤洋介 

 
 
 
 
 

栄光こども園教会訪問 
 
 5 月 17 日(火)に栄光こども園の年長組の皆さ

んが、教会に来てくれました。礼拝堂でお祈り

をして、グループに分かれて教会探検をしまし

た。当日、教会の有志の方が「ベストリー」

「ウェークフィールドチャペル」「2 階オルガ

ン室」「礼拝堂」に分かれて、案内をしてくだ

さいました。ありがとうございました。 
 園児が帰った後に、信徒さんと話をしている

と「大きな声で主の祈りを唱えていて、元気な

をもらいました」という声や「子どもたちに説

明をすることで、教会のことを学ぶことができ

た」という声がありました。栄光こども園の教

会訪問を通して、私たちもたくさんのことを学

ぶことができました。今回来てくれた栄光こど

も園、10 月に来てくれる予定の聖モニカ幼稚

園は、復活教会にとって大切な場所だと思いま

す。戦後の復興の際、教会の再建と並行して地

域の子どもたちの成長を祈った人々の思いがな

ければ、誕生しなかった場所です。そして、そ

の後も多くの方の支えがあったことは言うまで

もありません。今後も、こども達の成長を共に

祈っていければと思います。 
司祭 バルナバ 永野拓也 


